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川本浮子 ( 〃 )
歯の大きさにおける性的二g_Jを数抑詔LllTIで比
較検討した｡今回蚊mLT=染料は訳邦大学詔長現
研死所所有のオナガザル苑科2和 (ニホンザル.
アカゲザル)の晒付された頭還付である｡計測は
I/20hlh咽lJ尺付ノギスを使mL.上下顎第1切
歯から節3大白歯までの歯冠近遠心径 ･煩告径を
計測した｡結果を要約すると以下のようになる｡
ニホンザル.アカゲザルではいずれもオスがメ
スよりも大きな歯をしていた｡統計的に比較して
みると.ニホンザルでは危険率 1%以下の有意な
性差がみられたのは32項目申12項目.5%以下
で有意差がみられたのは5才i日であった.また.
-43-
